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序文

志布志市は、平成 18年 1月 1日に松山町・志布志町・有明町の三町合併で誕生した市

であります。

本市には多くの文化財が存在し、埋蔵文化財の包蔵地についても前川・安楽川・菱田川

を中心に 500ヵ所を超える多数の遺跡が確認されています。特に前川・安楽)11沿いに縄

文時代の遺跡が多いことから「縄文銀座Jと称されるほどです。また一方で、志布志は古

くから港町として栄え、交易の拠点、交通の要衝として繁栄し、麓地区には多くの武家庭

園・寺院庭園が遣されています。これらの庭園のうち、天水氏庭園・平山氏庭園・福山氏

庭園は「志布志麓庭園」として国指定名勝となり、鳥演氏庭園と清水氏庭園は国登録名勝

となっています。さらに、志布志をめぐる興亡の歴史を示す中世山城の志布志城跡も

国指定史跡に指定されています。

この報告書は、旧有明町教育委員会が主体となって、平成 9年度において全面調査を行

った成果を志布志市教育委員会がまとめたものであります。

調査の結果、穴倉遺跡からは弥生時代の遺物・遺構及び古墳時代の遺物が多数確認され

ています。

この発掘調査の成果が、今後の研究資料として活用されるとともに、広く文化財愛護思

想の啓発普及等、地域の文化財として地域の文化財として活用され、文化財に対する理

解を一層深めることが出来ればと願っております。

最後に、発掘調査に従事していただいた住民の方々をはじめ、現場における調査か

ら出土資料の整理・報告書の刊行に至るまでご指導・ご協力いただきました県教育委

員会文化財課をはじめとする各関係機関、その他、多くの先生方並びに関係者の方々

に深く感謝申し上げ、刊行の序文といたします。

平成 21年 3月吉日

志布志市教育委員会

教育長坪田勝秀
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例 言

1 本報告書は、農村総合整備事業の事業実施に伴い旧 有明町教育委員会(現 志布志市教

育委員会)が実施した発掘調査報告書である。

2 発掘調査は、旧 有明町役場耕地課の委託を受けて旧 有明町教育委員会が実施した。

3 穴倉遺跡の調査は、本調査を平成 9年度に行なった。整理作業・報告書作成は平成 20年

度に行い、鹿児島県教育庁文化財課及び鹿児島県立埋蔵文化財センターに指導・助言を得た。

4 挿図の縮尺は、各図面に示した。

5 発掘調査における写真撮影は中水 忍(旧 有明町教育委員会(当時))が行い、遺構図

面の作成は中水 忍・猪ヶ宇都敏江(旧 有明町教育委員会(当時))が行った。

6 発掘作業の実施にあたっては、周辺地権者のご理解と地元作業員のご協力により円滑に行

なうことができた。

7 整理作業を川ノ上真理、安野美子、山元弓枝(志布志市教育委員会)で行った。

8 出土遺物の管理・保管は志布志市教育委員会で一括して取り扱い、今後文化財の啓発・普

及に活用したい。

凡 例

1 本報告書に用いたレベル数値は、旧有明町役場耕地課が提示した事業実施計画図面の数値

に基づくものである。

2 本報告書の土色・土器の色調について、数字及び英字で表記されているものは、農林水産

省農林水産技術会議事務局・財団法人日本色彩研究所色票監修f新版標準土色帖 2001年版」

に準じて表記している。

3 遺物番号・各遺構番号は全て通し番号とし、本文及び挿図・図版中の番号と一致する o

4 周辺遺跡一覧に表記しである番号は「周知の埋蔵文化財包蔵地j として登録されている遺

跡番号と対応する。

5 遺構の長軸方位は南北方位では北を、東西方位では西を基調にして文章中で表現している。

また、文章中にある遺構の方位の解釈は以下のとおりである。

例 N 60 E → 北から東方向に 60 ずれる

6 図面上にある遺物マークについては、下記のとおりに分類した。

土器・ 石器@ 石 O 軽石.

7 図中の方位は一部で磁北を使用している。磁北の場合は IMNJ と標記している。

8 土器観察表中に表記しである胎土の分類については、肉眼観察によるものである。胎士の分

類標記は下記の略号を用いている。

「石・長J→石英・長石 「雲」→雲母 「角・輝」→角閃石・輝石

「磯」→小磯 「赤」→赤褐色粒 「砂J→砂粒

なお、「小磯」については直径 2阻以上の粒状のもの、「砂粒Jについては直径 2皿未満の

粒状のものを指す。



第 I章調査に至る経緯と経過

第 1節調査に至る経緯

有明町耕地課(以下「町耕地課J)は、有明地区において農村総合整備事業を計画し

たが、同事業区は鹿児島県農政部農地建設課(以下「県農政部J)所管の県営シラス対

策事業(東原地区)と重複しており、県農政部が事業区内の埋蔵文化財の有無について、

鹿児島県教育庁文化財課(以下「県文化財課J)及び有明町教育委員会(現 志布志市

教育委員会 以下「旧町教育委員会J)社会教育課(以下「町社会教育課J)に照会した。

この分布調査の結果をもとに、県農政部、県文化財課、町社会教育課は、埋蔵文化財

の保護と事業の調整を図るための協議を行った結果、事業着手前に埋蔵文化財確認調査

(以下「確認調査J) を実施する必要があるという結論に達した。しかし、町耕地課が

確認調査実施前に農村総合整備事業に着手したため、緊急に事業区域内に重機による 6

カ所の試掘トレンチを設定し、調査したところ 3つの試掘トレンチで遺物包含層が確認

されたため緊急に全面調査を実施することとなった。

全面調査は、町耕地課からの受託事業として、旧町教育委員会が調査主体となり県立

埋蔵文化財センターの協力を得て、平成 10年 1月 19日から平成 10年 2月 13日まで(17

日間)実施した。調査面積は 750rrfである。

第2節調査の組織

〔試掘調査・全面調査〕 平成9年度

調査主体者有明町教育委員会

調査責任者 " 

調査事務局 " 

教 育

社会教育課長

社会教育課課長補佐

兼社会教育係長

社会教育課主事

" 

" 
調査担当 " 社会教育課主事

県立埋蔵文化財センター文化財主事

〔報告書作成〕 平成20年度

調査主体者志布志市教育委員会

調査責任者

調査事務局

教育長

生涯学習課長

文化財管理監

文 化 財 管 理 室 長

埋 蔵 文 化 財 係 長

主任主査

" 
" 
" 
" 
" 
" 
" 主

主

主
事

事
" 
" 

調査担当者志布志市教育委員会

長 大脇茂夫

高崎成行

上村宗市

黒川晃

中水忍

堂込秀人

査

補

補

坪田勝秀

小辻ー海

米元史郎

竹 田 孝 志

小村美義

出口順一朗

大窪祥晃

相美伊久雄

上集一樹

主任主査 出口順一朗
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第3節試掘調査の成果

緊急に行われた試掘調査により、 3つの試掘トレンチから弥生土器・成川式土器が確認

された。出土した中から 5点の遺物を実測・図化した。

( 1 )弥生土器(第 1図 1・2)

1は大童の口縁部である。器壁が厚く、口縁部はほぼ直立し、口縁部の下位に突帯を

施す。 2は警の底部である。比較的小振りの底部で、底部が僅かに上底を呈する。

(2 )成川式土器(第 1図 3"-'5) 

3は警の脚部である。器壁が薄く比較的小型の奮と思われる。脚は作り付けたもので

あり、直線的に伸び、端部は丸く収まる。 4は壷の底部で、平底である。 5は高杯の口

縁部と思われる。器壁が薄く、口縁部は大きく開いて直行し、調整は粗である。

第 1表 穴倉遺跡

挿図 注記
番号

番号 番号

第 1図 1 16 

第 1閑 2 

第 1図 3 一括

第 1図 4 

第 1図 5 47 

一[一一一一 ニ ニ子三三~ 111 三二 三三

一~ (¥1 三三
一士 J

1) -'"〆雪害享

一 一

¥ トイ

出土区

出土層

(遺構)

2AT 

H層

2T 
。
5T 

E層

10T? 

表採

281 

H層

試掘調査遺物 土器観察表
胎土 色 調 施文・調整 法量(唖)

器種 部位 分類 石 角 上段外商 上段外面 備考
雲・ 毒装 赤砂

下段内面 下段内面
口径 底径 器高

長 輝

大望 口縁部 弥生土器 。 O 。 5YR6/6 樺色 横ナデ・ナァ
3.0 

5YR6/6 桜色 横ナデナデ

墾 底部 弥生土器 O o I 5YR6/6 樺色 ナデ
4.8 1.9 

費 脚部 成川式土器 o 17. 5~R6/4 にぶい樺色 ナデ指頭圧痕
7.2 6.2 外国に黒斑

7.5YR6!6 経色 ナデ

費 底部 劇 11式土器 010  010  
7.5YR6/6 燈色 丁寧なナデ

5.0 2.4 
7.5YR6/4 にぷい樺色 ナデ

高坪つ ロ縁部 成川式土器 o ~Y~~~:/6 樟色 ナデ
8.4 4.7 内面に黒斑

樺色 ナデ指頭庄痕

弘主コ 2

(1 ・3) 

第 1図 穴倉遺跡 試掘調査遺物

2-

3 



第E章遺跡の位置及び環境

第 1節志布志市の概要

志布志市は鹿児島県大隅半島の東部、志布志湾奥のほぼ中央に位置し、東部は

宮崎県串間市、西部は大崎町、北部は曽於市と境をなしその一部は宮崎県都城市

と接し、総面積は 290km 2であり、大崎町内に1.02 km 2の飛地を有している。

第 2節地形的環境の概要

市周辺の地形は、全体として志布志湾に向かつて緩やかな勾配となっており、

平野部が極端に少なく、標高 100mのあたりから大きく南部の台地と北部の山岳・

丘陵地帯に二分される。

南部の台地は安楽川・菱田川・田原川・肝属)11などの緒川によって開析される

標高約 20""'100mの火山噴出物の台地(シラス台地)が広がり、「原(ばる)J と

表現される比較的平坦な台地が見られる。この台地を南北に貫流する河川|に菱田

川があり、この沿岸に河岸段丘が形成されている。この河岸段丘は三段階の段丘

に大別され、第三段丘面は明治から昭和にかけて先人たちの開墾による野井倉開

田・蓬原開田が拓がり、広域に跨る稲作地帯となっている。

北部から東部にかけては標高 100mのあたりから山岳地帯となり、宮田山(標高

520m) をはじめ、霧岳(標高 408m)，御在所岳(標高 530m) などの山岳・丘陵地

帯が広がる地域で、中世層を基盤として準平原化の後、周囲の台地が形成された

ものといわれ、山地の開析は相当に進み、火山灰台地面を除いてほとんど平坦を

残していないため、起伏の多い丘陵が連なっている。そのため山岳・丘陵地帯の

集落はこれまで谷聞に点在していた。台地上においては地下水位がシラス下部の

深い位置にあり、第三段E面は集落等の形成が困難で開回以前まではほとんど利

用されず、シラス下部あるいは降下軽石層を流動する浅層地下水の露頭される段

丘面の末端(崖脚)からの自然湧水の有無が集落立地の重要な因子であった。

穴倉遺跡は市南部の火山灰台地の田原川沿いの台地上にあり，この台地は菱田

川西岸の第三段丘面の一部にあたる通称「野神原(のがんばる)Jの西端部(標高

約 80m) に立地する O

第 3節 遺跡周辺の歴史的環境

穴倉遺跡の周辺には複数の遺跡及び古墳群が存在する。平成 15年度において同

事業・同地区内の調査で石坂式、下剥峯式土器等の縄文時代早期の土器及び 2基

の集石、池田湖テフラ上面において 9基の掘立柱建物が確認されている。穴倉遺

跡が立地する台地の下を流れる田原川沿岸には、小規模ながら古墳群が複数存在

し、岩屋古墳群 [71J、中方限古墳群 [72J、渡迫古墳群 [73J 等が確認されてい

る。

【参考文献】
出口順一朗・東 徹志・中水 忍・中村直子・内山伸明 2008 上苑A遺跡・穴倉 B遺跡』志布志市埋蔵文化財発掘調査報告書(1 ) 志布志市教育委員会

有明町郷土史編纂委員会 1980 有明町誌』 有明町教育委員会
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第2表 穴倉遺跡周辺遺跡一覧

番号 遺跡名 所 在 地 地形 時代 遺物・遺構等 備 考

22 牧原A 野神字牧原・両尾・中牧 台地 縄(後) 磨製石斧・打製石斧

42 塚堀 原田字塚堀・下原 台地 縄・歴 土師器

43 釣段 山重宇釣段・中迫・水道 台地 弥(前) 土器・石器

50 古池 野神宇古池・両尾 台地 弥(中) 石斧(磨製・打製)

51 清水 原田宇清水 台地 弥(中) 打製石斧・磨製石斧 旧遺跡名 元宮の下・永田

55 国漁m 野神字国淵・大久保 台地 予伝 打製石器

70 山神ノ上古墳 野神字後平 台地 古 円墳

71 岩屋古墳群 野神宇河内・井手克 台地 古 円墳 3基

72 中方限古墳群 野神字穴倉 台地 古 円填

73 渡迫古墳群 野神宇岩道 台地 古 円墳

74 両井田古墳群 原因字下原 台地 古 円墳 1基・方墳 1基

115 長塚古墳 野神宇岩道・立下 台地 古 円墳

平成6年度農政分布調査

縄(早) 石坂式・下剥峯式・ 平成12年度確認調査

117 穴倉 野神字穴倉 台地
弥・古 成川式

平成9・15年度全面調査
志布志市埋蔵文化財
発掘調査報告書(1)

118 北別府 野神字芝用・小迫 台地 縄 平成 7年度農政分布調査

日'J平式式・吉田式式・倉下
園B ・石坂 ・ 平成8年度農政分布調査

縄(早)
剥峯式・桑ノ丸式・ 平成11・19年度確認調査

127 下堀 野神字下堀・立山 台地
弥・古

手向山式・押型文・ 平成14年度全面調査

塞ノ神式・右京西 有明町埋蔵文化財発掘調査

式・成)11式・集石・ 報告書(6)

連穴土坑

前平式・辻タイプ. 平成8年度農政分布調査

加栗山式・石坂式・ 平成11・19年度確認調査

縄(早) 手向山式・塞ノ神 平成14・19年度全面調査

128 浜場 野神宇浜場 台地
古 式・苦浜式・石量産・

有明町埋蔵文化財発掘調査
報告書(6)

成川式・竪穴状遺 志布志市埋蔵文化財発掘調査

構・連穴土坑 報告書(3) 

130 水道 野神宇水道・水道 台地 古 平成11年度農政分布調査

131 釣ヶ段
山重宇釣ヶ迫

台地 古 平成10年度農政分布調査
野神宇田淵・大久保

132 森土 野神字森土 台地 縄・古 平成11年度農政分布調査

133 鍋迫 野神宇鍋迫・鍋前 台地 古 平成10年度農政分布調査

134 井ノ木 山重字上ノ段・竹迫 台地 古 平成11年度農政分布調査

135 大堀 野神宇大堀・水喰 台地 古・古代 平成10年度農政分布調査

136 上原 原田宇上原 台地 古 平成10年度農政分布調査

137 立山 原田宇立山 台地 古 平成10年度農政分布調査

138 東中原 原因宇東中原・大塚 台地 古 平成10年度農政分布調査

139 虞迫 野神宇贋迫・中岡 台地 古 平成10年度農政分布調査

140 渡迫 野神字渡迫・岩道・薗田 台地 古代 土師器 平成11年度農政分布調査

141 牧原B 野神宇牧原 台地 古 平成10年度農政分布調査

142 水喰
野神字水喰

台地 古代 平成10年度農政分布調査
蓬原宇山ノ後

145 丸岡A 野神宇丸岡・中ノ丸 台地 古 平成10年度農政分布調査

146 風穴 野神宇風穴・五色 台地 古 平成10年度農政分布調査

147 上五敷 原因字上玉敷・五色 台地 古 平成10年度農政分布調査

148 五色 野神字五色・風穴 台地 古 平成10年度農政分布調査

149 西ノ堀 原因字西ノ堀・下五敷 台地 古 平成10年度農政分布調査

151 丸岡B
野神宇丸岡

台地 古 平成10年度農政分布調査
蓬原宇楠原・山ノ後

152 楠原B 蓬原宇楠原・山ノ後・屋部当 台地 古 平成10年度農政分布調査

201 大久保 野神字大久保・釣ヶ段 台地 称 打製石斧

202 下原 原因字下原 台地 古 平成10年度農政分布調査

203 大塚 原因宇大塚・出口 台地 縄・古 平成8年度農政分布調査

204 浜場A 野神宇浜場 台地 古代 平成15年度農政分布調査
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第E章全面調査の概要

第 1節全面調査の方法

調査対象区を任意のA"-'Cの3つのブロックに分割し、 1 -11層を重機により除去した

後、ブロック毎に人力による掘り下げ作業を実施した。本事業地区は、基盤整備等がされ

ており畑部分の上層は撹乱されていたが、遺物包含層の残存状況は良好な状態で、あった。

調査対象区は延長距離約 100m，幅約4mの未舗装農道で、あり、調査区内の任意の起点

から方位に応じた 10mX10mのグリッドを設定し、東から西へ 1"-'4区、北から南lこA"-'

K区の記号・番号を付し、 IA-1区JIB - 1区」…と呼称した。(第 3図)

調査は、調査対象区北側のAブロックから調査を開始した。

第2節層位

標準土層は、下記のとおりである。

I層 灰褐色土 表士。旧道の硬化面あり。

H層 黒色腐植土層

E層 黄褐色士層

IV層 黒褐色土層

V層 黄樺色火山灰層

羽層 黒色土層

第3節全面調査の概要

やや粘質のある腐植土層で、平安・古墳・弥生時代の時

期に相当する遺物包含層である。

3， 300年前の開聞岳噴出物と思われるオレンジ色のパミ

スを多く含む遺物包含層である。

やや硬質の土層である。

5， 500年前の池田カルデラ降下軽石と思われるテフラが

ブロック状に点在している。

6， 300年前に鬼界カルデ、ラから噴出されたとされるアカ

ホヤ火山灰で、全体にブロック状に存在している。

調査は、第 I章で前述したが町耕地課が調査前に工事着手したため、工事を差し止めて

行われた緊急の試掘調査により、包含層が確認された範囲で、行った。短期間の全面調査を

余儀なくされ調査の精度が図れなかったのは否めなかった。

そのような状態の中で、遺構は皿層上面より E-1・2区より掘立柱建物 1基、 E-1

区より掘立柱建物の柱穴配列内に士坑 1基、 E-1区、 H"-'K-4区の範囲内から不規則

な配置で検出された柱穴 17基が検出された。

遺物は主に E層で出土した。遺物の分布は、 A ・B-2区、 D ・E-F-1区、 E-F

2区、 F・G-3区、 G-H・I・J-4区、 H ・1-5区に広がり、調査対象区の南

側に主に分布の傾向が見られた。(第4図)
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第4節発掘調査の成果

1 弥生時代・古墳時代の調査

遺物は弥生時代・古墳時代の遺物包含層である E層から、主として弥生土器が中心

に出土した。遺物の出土分布はA ・B-2区、 D""'""'F-1区、 E ・F-2区、 F.G

-3区、 G""'""'J-4区、 H.1 -5区に広がり、調査対象区の南側に主に分布の傾向

が見られた。(第8図)

遺構検出はm.VI層上面で行った。検出の結果、皿層上面より E-1・2区より掘

立柱建物 1基、 E-1区より掘立柱建物の柱穴配列内に士坑 1基と柱穴状遺構 1基、

H""'""'K-4区に柱穴 17基が検出された。

なお、 VI層上面から遺構は検出されなかった。

(1)遺構

ア掘立柱建物

①掘立柱建物 1 (第5図)

掘立柱建物 1は皿層上面より E-1・2区で検出された。長軸方向はN250 Eの北北

~ø 11 立 且 l 
山0l'69'"H 凶OL'曲=H 叫.民同4 山OL.邸FH

q: -@CA ~~~ 。P6 。一

J
H
 

q¥ 
H=89.70m H=89.70m 

U 寸
。(1: 20) 40cm 

第5図穴倉遺跡掘立柱建物 1 平面・断面図
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東方向に延びる。遺構の南西側が事業対象

5 区域外に延びており、遺構全体の形状は断

定が出来ないが、残存する柱穴の配置から

遺構の平面形は桁行2間×梁行 3聞の若干

歪みのある長方形を呈すると思われる。遺

構の検出された柱穴と柱穴の間隔は比較的

狭く、また柱穴の形状に若干の差異はある

が、柱穴の径・深さはほぼ均一である。

なお、検出された柱穴埋土から弥生土器

の高杯の口縁部 (87) の一部が出土した。

このことから掘立柱建物 1は弥生時代以降

に存在したと思われ、弥生時代の遺構とし

て分類した。

また、掘立柱建物 1の柱穴配列内にそれ

ぞれ 1基の土坑(以下「土坑 1Jと呼称)

と柱穴状遺構が検出された。柱穴状遺構は

平面の形状が若干歪な楕円形であり、直径

約 30cm、深さは 40cmを測り、土坑 1の計

測値は第4表の通りである。土坑の平面形

は隅丸方形に近い楕円形であり、検出面か

ら床面までの最深部で 32cmを測る。土坑の

特徴として、検出面からほぼ垂直に近い掘

り込みであり、底面は平坦に近い形状を持

つ。土坑内より遺物は確認できなかった。

これらの掘立柱建物 1・土坑 1・柱穴状

遺構は、掘立柱建物 1周辺の同検出面から

他の遺構が確認することができず、土坑 1

と掘立柱建物 1の長軸方向の差異はあるも

のの、両遺構がごく近い位置関係で検出さ

れたことから、ほぼ同時期に 3つの遺構は

存在したものと考えられる。

0(1  : 200) 5m 

第 6図穴倉遺跡皿層上面検出遺構配置図
(H-K-4・5区)

イ柱穴

柱穴はH'"'-'K-4区に柱穴 17基が検出

された。(第6図)それぞれ検出された柱穴

は掘立柱建物 1の柱穴と比較して若干小さ

。@

。

く、遺構配置についても法則性が見られなかった。柱穴の分布は調査区の南側に向かつ

て遺構密度が濃くなる傾向があり、また調査区の東西にも広がり、掘立柱建物等の遺構

の配列が確認される可能性が十分考えられる。
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第3表 浜場遺跡掘立柱建物 1 計測表 (単位:咽)

25| 第 5図 |検出区IEー 1• 2区|検出層|皿層上面 方 位LN250 E I今E?|
梁行

梁間柱問 梁行間
梁桁

梁桁柱関 梁桁閑
柱穴

長径 短径 深さ
柱穴

1聞 1問 番号 平面形

P2-P3 58.0 
121. 0 

P1-P2 84.0 P1 14.0 9.0 19.0 楕円形

P3-P4 63.0 P4-P5 78.0 
307.0 

P2 21. 0 18.0 32.0 楕円形

P5-P6 73.0 P3 12.0 11. 0 22.0 円形
P6-P7 72.0 P4 16.0 15.0 29.0 円形

P5 17.0 15.0 24.0 楕円形

P6 20.0 19.0 28.0 楕円形

P7 16.0 14.0 22.0 楕円形

平均 61. 0 平均 77.0 平均 17.0 14.0 25.0 

第4表穴倉遺跡掘立柱建物 1内検出土坑 1 計測表
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第7図 穴 倉 遺跡土坑1 平面・断面図
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2 出土遺物

土器

土器は主に弥生土器・成川式土器がE層より出土した。総点数はE層より 1215点を数え、

その他面層より 10点 (A・B-2区、 D-1区)、 N層より 2点 (D-1区)出土し、 m.
W層出土遺物はE層の落ち込みが考えられる。 E層出土土器の分布はD-1区、 E-1・

2区、 F-1・2区、 F.G-3区、 G-4区、 H.1-4・5区、 J. K-4区で確認

され、特に 1-4区に土器の分布が密である。(第 16・17・18図)

(1 )弥生土器

本遺跡から多数の弥生土器が出土している。それらの遺物は遺物包含層である E層から

出土し、聾・壷・鉢・高杯・大蜜・小型土器に分類され、特に墾・壷類を中心とした土器

が大部分を占めている。これらの器種毎にさらに細かい分類基準を設けた。

1 書

警は口縁部の形態により 1'"'-'7類に、底部の形態により 1'"'-'3類に分類した。分類概

念については下記のとおりである。

書口縁部

①墾 1類(第9図 6'"'-'8) 

墾 1類は「肥厚した逆 L字状口縁。口唇部は丸みをもち、口縁部内側が強く張り出し

の尖りが大きく、上面に凹みをもつもの。」と分類概念を定義した。 6'"'-'8は口縁部が

残存し、口縁部上面に浅い凹みが見られ、口唇端部は平坦に近い。 6は張り出しの尖り

は滑らかに調整される。 7・8は口縁部内側の張り出し面の調整が粗い。 7.8は同一

個体と思われる。

②奮2類(第9図 9)

墾2類は「器壁の薄い「く」の宇状口縁。口縁部内部の張り出しは尖り、上位面に直

線的に延びる平面をもつもの。口縁部断面は口唇部へ向かつて先細りしており、長めの

三角形を呈する。J と分類概念を定義した。 9は口縁部が残存する。口縁部内部の張り

出しが尖り、面の調整は粗い。口唇部が浅く凹む。

③番3類(第9図 10'"'-'14)

号室3類は「口縁部内側の張り出しは小さくなるが、意識して張り出しを作り「く」の

宇状の口縁を呈するもの。先細り気味の口縁部はやや長めで断面は三角形に近い。胴部

上位面は直線的に延びる。」と分類概念を定義した。 10'"'-'14は口縁部が残存する。 10は

口縁部上面端部に浅い凹みを、口唇部に凹みをもっ。 11は口唇部に凹みをもっ。 12は

器壁が薄く比較的小型の聾である。口唇部に浅い凹みをもっ。 13・14は口縁部内部の張

り出しは尖りがなく、平坦にナデ調整されている。口唇部の凹みがやや深い。

④饗4類(第9図 15・16)

饗4類は「形態的には寵2類と同じだが、口縁部内部の張り出しが小さく、上面に平

坦面が直線的に伸びるもの。口縁部断面は丸みをもった方形に近い。Jと分類概念を定
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義した。 15・16は口縁部から胴部が残存する。 15は口縁部内面の張り出しに大小ある

が、比較的小さくおさまる。口唇部に浅い凹みをもっ。 16は口縁部がやや反り気味であ

り、胴部に 3条の三角突帯が廻る。口唇部に浅い凹みをもっ。

⑤審 5類(第 9図 17)

審 5類は「立ち上がりの弱い口縁部が外反し、口縁部内側にわずかな張り出しか5齢、

稜をもっ「く」の宇状口縁。胴部は張り出しをもつもの。」と分類概念を定義した。 17

は口縁部が残存し、比較的小型の警と思われる。

⑥窒6類(第9・10図 18"-'31)

警6類は「口縁部が強く外反する「く」の宇状口縁を呈し、内側に稜を持つが張り出

しは見られないもの。口縁部上面はわずかに反っている。胴部はあまり張りをもたず口

縁に最大径を持つものが多い。」と分類概念を定義した。 18・19は口縁音防当ら胴部が残

存する。 18は口唇部が平坦で、胴部に 3条の三角突帯が廻る。 19は口唇部にわずかに

凹みがあり、胴部に 2条の三角突帯が廻る。胴部は底部に向かつて緩やかに窄まる。 20・

21は口縁部が残存する。 20は口唇部にわずかに凹みがあり、胴部に 2条の三角突帯が

残存する。 21は稜があまり明確ではないが、口縁部の傾きが「く」の宇状口縁を呈する

ことから肇6類とした。口唇部は平坦である。 22から 24は口縁部から胴部が残存し、

胴部は緩やかな張りをもっ。 22は口唇部に明瞭な凹みをもち、胴部の器壁は比較的薄い。

23は器壁も薄く、比較的小型の警と思われる。口唇部に凹みをもっ。 24は口唇部が欠

損し、胴部に 3条の三角突帯が廻る。 25から 28は口縁部が残存する。口唇部にわずか

に凹みをもっ。 29から 31は胴部であり 3条の三角突帯が残存する。 29は突帯と突帯の

聞が他の遺物と比べて広いことから大番の可能性もある。三角突帯の裾部が広がる。 31

は三角突帯の盛り上りが比較的小さい。

⑦墾 7類(第 10・11図 32"-'34)

墾 7類は「口縁部の傾きが弱くわずかに外反するが直立気味に広がるもの。内側に張

り出しゃ稜をもたず、口唇部は丸みをもち、尖るものと面を持つものがある。胴部上位

に張りをもち脚台に向かつて窄まる。 j と分類概念を定義した。 32から 34は口縁部から

胴部が残存する。 32は口唇部が平坦で、胴部に 2条の三角突帯が廻る。 33・34は口唇

部が平坦である。 34は器壁が薄く、比較的小型の奮と思われる。

護底部

①嚢(底)1類(第 11図 35)

彊(底)1類は「大きな平底で安定しており、端部がやや張り出しをもつもの。」と分類

概念を定義した。 35は底部が残存する。端部にやや張り出しをもち、裾の端面近くに粗

いナデ調整で歪な窪みをもっ。

②翠(底)2類(第 11図 36・37)

空(底)2類は「わずかな上底の脚台で脚の聞きは小さく設置面が広いもの。胴部は直

-14 -



線的に延びる。j と分類概念を定義した。 36・37は胴部から底部が残存する。 36は裾の

端面に丸みを帯びている。 37は裾の端面は凹んで、凹面状を呈する。

③墾(底)3類(第 11図 38)

奮(底)3類は「裾部が穏やかに開く脚台であり、脚台内面天井が凹むもの。Jと分類概

念を定義した。 38は底部が残存し、裾の端面が丸みを帯びる。

2 査

壷は口縁部の形態により 1"-'7類に、底部の形態により 1"-'4類に分類した。分類概

念については下記のとおりである。

壷口i縁部

①壷 1類(第 11図 39"-'41)

壷 1類は「ラッパ状に外反する口縁部端部外面に突帯を施す。二又状口縁を呈するも

の。Jと分類概念を定義した。 39・40は口縁部から胴部が残存し、 39は口唇部がわずか

に凹み、口縁部端部外面に三角突帯を廻らす。 40は口唇部が凹み、口縁部端部外面に三

角突帯を廻り、突帯端面は凹む。 41は小型の警の可能性もあったが口縁部から突帯の位

置が近いため、この類に分類した。口縁部内面に稜をもっ。

②壷2類(第 11・12図 42"-'50)

壷2類は「口縁部が大きく外反し、内側に明瞭な稜をもち、口唇部に広めの平坦面が

あり口唇部端部に丸みを帯びるもの。口唇部の平坦面に沈線をもつものもある。」と分

類概念を定義した。 42・43は口縁部から頚部が残存する。 42は口唇部に工具による 3

条を基本とした小波状の沈線文が施文される。外面にナデ磨き調整が認められ、 50と同

一個体と思われる。 43は口唇部の平坦面に浅い凹みがある。 44と同一個体と思われる。

44から 49は口縁部が残存する。 44は口唇部の平坦面に浅い凹みがある。 43と同一個体

と思われる。 45は口唇部に明瞭な凹みがあり、口縁部端部外面に三角突帯を貼付けてい

る。 46は口唇部に広めの平坦面があり、口縁部端部外面の張り出しが顕著で、断面から

視認できなかったが、口縁部端部外面に三角突帯を貼付したものと思われる。 47は 46

と同様の形状であるが、さらに強い張り出しがあり、口縁部端部外面に三角突帯の貼付

が視認できる。 48・49も46と同様に口唇部に広めの平坦面があり、口縁部端部外面の

張り出しが顕著である。 48は口唇部に工具による 3条を基本とした小波状の沈線文が施

文される。 49は工具による 3条を基本とした幾何学状の沈線文が施文される。 50は頭

部から胴部が残存し、外面をへラ磨き調整が認められ、大きい張り出しをもっ。 42と同

一個体と恩われる。

③壷3類(第 11・12図 51"-'53) 

壷3類は f締まった頚部からやや立ち上がり気味に聞き、上位で強く外反する広口壷

の口縁部をもつもの。口唇部に面をもち中央がやや浅く凹む。Jと分類概念を定義した。
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51は口縁部が残存する。 51は頚部内側に稜をもち、口唇部の面は平坦に近い。 52・53

は口縁部から胴部が残存する。 52・53は 51と異なり頚部に稜が見当たらず、口唇部に

浅い凹みをもっo 52は胴部の張り出しがあり、口縁部を上回る径をもつが、 53は張り

出しが弱く、底部に向かつて窄まると思われ、短頚壷の可能性がある。

④壷4類(第 12図 54"'-'64)

壷4類は「胴部は膨らみをもち、口縁部の屈曲が弱く緩やかに外反するもの。」と分

類概念を定義した。 54は口縁部から頭部が残存し、口唇部が平坦である。 55・56は口

縁部が残存する。 55は壷3類に類する可能性があるが、口縁部の屈曲が緩やかに外反す

ることから第4類に分類した。口唇部は平坦で、口縁部直下にも面取り的に平坦面をも

っO 頭部に焼成前に穿かれたと思われる直径 5mm程度の孔が 2箇所ある。 56は口唇部に

わずかに凹みがあり、口縁部端部外面に横ナデ調整の際に施されたと思われる段がある。

57は頚部が残存し、頭部にごく近い胴部上位に 2条の三角突帯が残存する。 58から 64

は胴部が残存する。 58は胴部上位に頚部内面の屈曲が見られ、 57と同様頚部にごく近

い胴部上位に 3条の三角突帯が廻る。器壁は比較的薄い。 59は胴部に4条の三角突帯が

残存する。この遺物の胎土は他の遺物と異なって乳白色を呈しているため、搬入品の可

能性がある。 60・61は胴部に 2条の三角突帯が残存する。 61は比較的器壁が薄い。 62

は胴部内面上位に緩やかな屈曲が見られる。 63は胴部に 3条の三角突帯が残存し、胴部

上位外面に三角突帯の裾と思われる部位が見られる。 64は2条の三角突帯が残存する。

⑤壷5類(第 12図 65)

壷5類は「張りのある胴部をもつもの。」と分類概念を定義した。 65は頚部から胴部

が残存し、頭部に 1条の三角突帯が残存する。

⑥壷6類(第 13図 66・67)

壷6類は「胴部が大きく張り出し、胴部中位が「く」の字状に屈曲し稜をもち、胴部

の形状が算盤玉状のもの。」と分類概念を定義した。 66・67は胴部が残存し、稜の上位

はハケ目調整が施される。 66・67は同一個体と思われる。

⑦壷 7類(第 13図 68)

壷7類は「全体器形は不明であるが、突帯や文様等に特徴のあるもの。」と分類概念

を定義した。 68は胴部と思われ、 1条の三角突帯が残存し、その下位に低い円柱状の突

起が貼り付けられている。

壷底 部

①壷(底) 1類(第 13図 69・70)

壷(底) 1類は「円盤状の平底をもつもので、比較的底径が小さいもの。胴部は接地

面からわずかに直立した後、大きく聞き直線状に伸びる。」と分類概念を定義した。 69・

70は胴部から底部が残存する。 69は器壁が厚く、胴部がわずかに内湾する。 70は比較

的器壁が薄く、 69よりもさらに胴部が開いて伸びる。
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②壷(底) 2類(第 13図 71・72)

壷(底) 2類は「底面の張り出しが見られず広い平坦面を持つ平底で、直接胴部が開

くもの。J と分類概念を定義した。 71・72は胴部から底部が残存する。 71は底面に打痕

が見られ、何らかの理由で打ち掻いた可能性がある。 72は接地面からの立ち上がりが丸

みを帯びる。

③壷(底) 3類(第 13図 73'""-'78)

壷(底) 3類は「底面から緩やかに立ち上がるもので、第2類よりも底径が小さいも

の。」と分類概念を定義した。 73から 79は胴部から底部が残存する。 73は器壁が底部・

胴部とも薄く、胴部はかなり聞いて伸びる。 74は 73と同様に胴部がかなり開いて伸び

ると思われるが、底部の器壁は厚い。 75は胴部が緩やかに立ち上がり、直線状に伸びる。

76は胴部が内湾しながら立ち上がる。底径は胴部の張りに対して小さめである。 77は

接地面の立ち上がりが丸みを帯び、胴部の立ち上がりは直線状に伸び、比較的小型の壷

の可能性がある。 78は底径が 2cmと極めて小さい。また底部は器壁が厚く、胴部がかな

り開いて伸びると思われ、書の可能性も考えられる。

④壷(底) 4類(第 13図 79)

壷(底) 4類「底面に明瞭な平坦面を持たない、丸底気味の底部であるもの。」と分類

概念を定義した。 79は底面が 1cm程度で、その底面も明瞭な平坦面は見当たらず、底面

に凹みが見られる。器壁が薄く、胴部も強い張り出しをもち、比較的器高の低い壷と思

われる。

3 鉢

鉢は口縁部の形態により 1'""-'3類に分類した。分類概念については下記のとおりであ

る。

鉢口縁部

①鉢 1類(第 13・14図 80'""-'82)

鉢 1類は「口縁部が緩やかに外反する「く jの字状の口縁部で、内側に稜をもつもの。

80から 82は口縁部が残存する。j と分類概念を定義した。 80は口唇部が平坦で、 81・

82は口唇部に浅い凹みをもっ。

②鉢2類(第 13図 83)

鉢 2類は「口縁部が緩やかに外反する「く」の字状の口縁部で、内側に稜を持たない

もの。」と分類概念を定義した。 83は口縁部が残存し、やや膨らみをもっ胴部から緩や

かに外反し、口唇部近くで強く反る。

③鉢3類(第 14図 84)

鉢 3類は「口唇部がわずかに反り気味なもの、或いは直線的なもので、口縁部が直線

的に伸びるもの。Jと分類概念を定義した。 84は口縁部が残存し、直線的に伸び、口唇

部は平坦である。

ハ『
v''ム



uet fき
雪 τ?三 八三三主主主

一一-A

33 

z 死

38 

ベ一一て1

z ¥雪
ζ茎三/フ iAi

1//三=
Jl. ~孟2戸三

41 てナれ
於に¥|  

そ量三予言三及

γつ

議
鷲
総
汐
ミ
相

場¥」事

7ru
(1 : 3) 〉二三幸三一一一~"

n
u
 

ワ山



P
L
 

50 

E竺Z妻宅三3な

、9

、60

if三三三1
F主?三1

. ‘ 二ニニ=ヱァコー

rラ至言￥手善

一 一一一一一
I ( ') 主主壬デーー

一一ー'円 64

¥65 

一一一一一一一一二三

れ

ww、61

、一一一千七一一一三鴻

y
y

-

玄
/

d

J

一ι一一一三一三-一
T
T
A

二
Z

』

10cm (1 : 3) 。

4 弥生土器

-Eょっ臼

穴倉遺跡第12図



67 

66 

1句 68

¥ニとズ

(つ

¥以

沈下三干二1
¥とえ

\~~1 

(1 :3) 10cm 

第13図穴倉遺跡弥生土器 5

ワ白ワ臼



4 高杯

高坪は 1類のみの分類となった。分類概念については下記のとおりである。

①高杯 1類(第 14図 85・86)

高杯 1類は「逆L字状口縁を呈し、口縁部上位面に直線的に延びる平面をもつものO

口縁部内側に明瞭な稜をもっ。Jと分類概念を定義した。 85は口縁部から胴部が残存す

る。日縁部上面は平坦で、口縁部内側はわずかに肥厚する。口唇部は丸みをもっ。 86は

口縁部が残存し、口縁部上面は平坦で、その平坦面に、工具による小波状の沈線文が施

される。口縁部内面にわずかな張り出しをもっ。

5 大事

大警は口縁部・胴部の形態により 1"-'3類に分類した。分類概念については下記のと

おりである。

①大奮 1類(第 14図 87・88)

大室 1類は「頚部がわずかに締まり、「く」の宇状に外反する口縁部で、内側に稜をも

たないもの。胴部上位に大きな突帯を施す。」と分類概念を定義した。 87・88は口縁部

から胴部が残存する。 87は「く」の宇状に外反する口縁部が剥離し、その下位の三角突

帯が残存し廻る。 88は「く」の字状に外反する口縁部の下位に三角突帯が廻る。 87・88

は同一個体と思われる。

②大墾2類(第 14図的"-'92)

大墾2類は「直立気味の口縁部下位に、突帯を施すもの。」と分類概念を定義した。 89

は口縁部から胴部が残存する O 口縁部はわずかに内湾し、口唇部は丸くおさまる。口縁

部下位に上向きに張り出して三角突帯が廻る。胴部は底部に向かつて緩やかに窄まる。

突帯付近が器の最大径をとると思われる。 90・91は口縁部が残存する。口縁部は直行し、

口唇部は平坦である。口縁部下位に三角突帯がわずかに上向きに張り出し三角突帯が廻

る。 92は口縁部から胴部が残存し、口縁部は宣行し、口唇部は明瞭な平坦面を作る。他

の遺物と比べ口縁部下位に貼り付けられた三角突帯の位置が上がり気味で、突帯も比較

的小さい。胴部は 89と同様に底部に向かつて緩やかに窄まる。

③大翠3類(第 14図 93) 

大饗 3類は「貼りのある胴部中位に断面が「コ」の字状の突帯を施したものoJと分類

概念を定義した。 93は胴部が残存し、突帯中央に凹みが見られる。

6 小型土器

小型土器は口縁部・底部の形状により 1・2類に分類した。分類概念については下記

のとおりである。

①小型土器 I類(第 14図 94) 

小型土器 1類は「張りのある胴部から大きく外反する小型の広口壷の口縁部であるも

の。」と分類概念を定義した。 94は口縁部が大きく外反し、口唇部は丸くおさまる。胴

部内面は手握ね調整が施され歪である。
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②小型土器2類

(第 14図 95)

小型土器2類は「底面が

厚みのある充実した高台を

もち、胴部は直線的にやや

聞いて立ち上がる鉢形をし

たもの。」と分類概念を定義

した。 95は底部が残存し丸

底に近い。底部は比較的厚

みがある。
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(2 )成川式土器(第 15図 96'"'-'106) 

本遺跡からは古墳時代の遺物として成川式土器が E層より出土している。それらの遺

物は窒・壷・鉢に分類される。

96から 98は牽である。 96は口縁部から胴部が残存する。「く」の字状の口縁部は直行

し、口縁部内部の稜は弱い。胴部はやや膨らみをもっ。 97・98は口縁部が残存する。 97

は口縁部が直行し、口縁部下位に突帯が廻っていたと思われる痕跡が残る。口唇部は丸

みを帯びる。 98は口縁部が外反し、口縁部は口唇部に向かつて先細りしており、口唇部

は丸くおさまる。口径が小さく比較的小型の査と思われる。 99から 103は壷である。 99

は口縁部が残存し、口縁部は「く」の宇状に外反する。比較的短頚の口縁部である。口

唇部はわずかに凹む。 100から 102は胴部から底部が残存し、底面の張り出しが見られ

ず広い平坦面をもっ平底である。 100は胴部が開いて直行する。胴部は比較的器壁が薄

い。 101は 100よりも胴部が立ち上がり、器壁は歪である。 102は胴部が大きく開いて

重行するように思われる。 103は底部が残存する。わずかに上底の底面で、その成形・

調整は歪で粗い。底径が狭く比較的小型の壷、あるいはミニチュア土器の可能性がある。

底面は 104から 106は鉢である。 104は完形の鉢である。器壁の成形・調整が粗く歪で、

底径が狭く、部分によって明瞭な平坦面をもたず、丸底気味の部分がある。 105・106は

口縁部が残存する。 105は口縁部がわずかに内湾すると思われ、口唇部は平坦面をもっ0

106は口縁部が内湾し、口唇部は丸くおさまる。口径が小さく比較的小型の鉢と思われ

る。

(3 )内黒土器(第 15図 107・108)

本遺跡からは古代の遺物として内黒土器がE層より 2点(107・108) 出土している0

107は鉢の口縁部と思われ、やや聞いて直行し、口唇部は丸くおさまる。 108は杯の底部

と思われ、体部の底部からの立ち上がりが角をもっ。

(4)陶器(第 15図 109) 

本遺跡から陶磁器類は包含層中からほとんど確認することは出来なかったが、表採遺

物として陶器片が確認することができた。 E層の上層が表土層に削平されている可能性

もあり、本遺跡出土遺物として比較的残存している陶器片 (109) を実測・図化した。

109は黒薩摩の急須の蓋と思われ褐紬色を呈し、頂部の摘みが欠ける。
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石器(第 19図 110・111)

本遺跡から H層より石器として確認できる遺物は 2点、軽石4点、石 1点が出土し、そ

の2点 (110・111)を実測・図化した。

110は安山岩製の石織であり、挟入部が比較的浅い挟りをもっ薄手の石嫉で、ある。 111

は棒状の磨石である。表面は研磨による磨耗が見られ、底面は平坦に近い。表面に赤変し

た部分が見られる。
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第 5表穴倉遺跡弥生土器聾 1""""7類土器観察表
色 調
上段外面

下段:内面

第 6表穴倉 遺 跡 弥 生 土 器 蜜 ( 底)1"""" 3類土器観察表

挿図 注記
出土区 胎土 色 調 施 文 ・ 調 整

番号
番号 出土層 器種 部位 分類 石 角 上段ー外面 上段外面

番号
(遺構}

雲 ー事 赤砂
下段.内面 下段内面長 線

第 11図 35 142 
F-l区

要 底部 弥生土器 O O O 
5YR6/6 樫色 横ナデ・ナデ

E層 5YR6/6 檀色 ナデ

曲7・749・75 1-4区 胴部~ 5YR6/6 控色
ナデ板ナデ

第 11図 36 
757・758・87 E届

翌
底部

弥生土器 O O O 横ナデ

7.5YR6/4 にぶb怪色 ナデ

団十 511・65216 1-4区 胴部~ 7.5YR6/4 にぷb、檀色
板ナデ・ナデ

第 11図 37 537・611
E層

事
底部

弥生土器 O O O 横ナデ

田2・892 10YR6/3 にぶい黄揮を告 ヘラ削り

E-l区 o 17. 5YR6/6 樫色 ナデ
第 11図 38 214 

E属
費 底部 弥生土器 O O 

7.5YR7/4 にぶい笹色 磨き

31-

法量(咽)

口径 底径 器高
備考

6.2 3.2 事(底)1類

9.0 8.4 要(底)2類

8.6 8.1 事(底)2類

要(底)3類
7.6 5.1 脚付

内外面に黒斑



第 7表穴倉遺跡弥生土器壷 1"-'7類土器観察表

挿図 注記
出土区 胎土 色 調 施文・調整 法量(岨)

番号 出土層 器種 部位 分類 石 角 上段外面 上段外面 備考
番号 番号

(遺構)
雲 礎 赤砂

下段内面 下段内面
口径 底径 器高

長 輝

第 11図 39 788 
1-4区

壷
口縁部

弥生土器 O O O 
7.5YR5!3 にぶい褐色 横ナデ・ナデ

23.8 4.0 
壷 1類

E層 ~胴部 7.5YR5/3 にぶい褐色 ナデ 二又状口縁

第 11図 40 231 
K-4区

壷
口縁部

弥生土器 O O O 
10YR7/4 に晶、黄樺色 横ナデ・ナデ

11. 2 5.4 
壷 1類

E層 ~胴部 2.5YR6/4 にぶい黄色 横ナデ・ナデ 二文状口縁

G-4区 5YR6/6 樺色 横ナデ・ナデ 壷 1類
第 11図 41 1140 

E層
壷 口縁部 弥生土器 O 。 2.9 内面に黒斑

5YR6/6 樺色 横ナデ・ナデ 外面に煤付着

横ナデ・ナデ磨き
壷 2類

G-3区 口縁部
5YR6/6 燈色 口唇に小波状の

第 12図 42 1234 
E層

壷
~頭部

弥生土器 。 。。 12.6 4.1 沈線文

7.5YR6/4 にぷい樟色 ナデ磨き・ナデ 外面に煤付着

50 ~同個体

第 11図 43 
273・276 K-4区

壷
口縁部

弥生土器 010  O o 17 5Y!5/4 にぶい褐色 ナデ横ナデ
13.2 5.7 

壷2類

290・291 E層 ~頭部 7.5YR5/4 にぷし巾国色 ナデ 制と同個 体

293・297
I"K-4区 7.5YR5/3 にぷし、褐色 横ナデ・ナデ

壷2類
第 11図 44 

700・一括
C区 壷 口縁部 弥生土器 O o /7. 5YR5/4 にぶい褐色 ナデ

14.0 4.2 
43と両個 体

E層

第 11図 45 913・916
1-4区

壷 口縁部 弥生土器 O O 
5YR6/6 樺色 横ナデ・ナデ

11. 0 2.7 壷2類
H層 5YR6/6 樫色 横ナデ・ナデ

第 11図 46 
1106・1109 H-4区

壷 口縁部 弥生士器 。。 。7.5YR6/6 樺色 横ナデ・ナデ
11. 8 3.8 壷2類

1117 E層 7.5YRu/6 撞色 ナデ

第 11図 47 1092 
H-4区

壷 口縁部 弥生土器 。 o 1 75YR6/6 燈色 横ナデ・ナデ
15.0 2.5 

壷2類

E層 IOYR6/4 にぷい黄撞色 ナデ タト面に煤付着

7.5YR5/4 にぶい褐色
横ナデ 壷2類

第 11図 48 527・528
1-4区

壷 口縁部 弥生土器 O O O 
丁寧なナデ

21. 6 5.0 
口唇部に小波状

E層 沈線文
7.5YR5/4 にぷし咋局色 ナデ

外面に煤付着

5YR6/6 檀色
横ナデ 壷2類

第 11図 49 188 
F-2区

壷 ロ縁部 弥生土器 010  O 
丁寧なナデ

14.8 4.7 
口唇部に幾何寺

E層 横ナデ 状沈線文
5YR5/6 にぶい樺色

丁寧なナデ 外面に煤付着

第四図 50 1234 
G-3区

壷
頚部~

弥生土器 O o 15YR6/6 樺色 ヘラ磨き
6.7 

叢 2類

E層 胴部 7.5YR6/4 にぶい樫色 ナデ 42と同個体

第 11図 51 377 
J-4[豆

壷 口縁部 弥生土器 O o 1 5YR6/6 檀色 横ナァナヂ
17.0 3.8 壷3類

E層 5YR6/6 樫色 板ナデ・ナデ

第 12図 52 371 
J-4区

壷
ロ縁部

弥生土器 010  。57YR66Y/R66/6 
樟骨 ナデ

16.0 6.0 壷3類
H層 ~胴部 燈色 板ナデナデ

376・398 J-4区 口縁部 5YR6/6 樺色
ナデ・横ナデ

第 12図 53 
804 E層

壷
~胴部

弥生土器 。 010  指頭圧槙 15.6 6.5 壷 3類

5YR6/6 樺色 ナデ

第 12図 54 
438・439 J-4区

壷
口縁部

弥生土鴇 010  010  
5YR6/6 捜色 ナデ

15.3 7.3 壷4類
444 E層 ~頚部 5YR6/6 樫色 ナデ・板ナデ

374・381 J-4区戸 5YR6/6 樫色 横ナデナデ 壷4類

第四図 55 
386・395 E層

壷 口縁部 弥生土器 O O 15.6 4.0 頭部に焼成前
5YR6/6 燈色 横 ナ デ ナ デ 穿孔2箇所

第 12図 56 939・944
1-4区

壷 日縁部 弥生土器 。。 。7.5YR6/4 にぶい樺色 横ナデナデ
2.7 

壷4類

E層 2.5Y5/3 黄褐色 横ナデ・ナデ 内外面に黒斑

H-4区 頚部~
7.5YR5/4 にぶい褐色 横ナデ・ナデ

壷4類
第 12図 57 1048・1049

E層
壷

胴部
弥生土器 O o / 7.5YR5/4 にぷい褐色

横ナデ 3.5 
2条の三角突帯

丁寧なナデ

1-4区 7.5YR5/4 にぷい褐色 横ナデ・ナデ 壷4類

第 12函 58 573 
E層

壷 胴部 弥生土器 。。 O O 6.2 外面に煤付着
7.5YR5/4 にぷい褐色 ナァ 3条の三角突帯

J -1区 2.5Y8/3 淡黄色 横ナデ桂ナデ磨き 壷4類

第 12図 59 472 
日層

壷 胴部 弥生土器 。 。。 3.9 外面に煤付着
2.5Y7/4 浅黄色 ナデ 4条の三角突帯

第 12凶 60 630 
1-4区

壷 胴部 弥生土器 010  O 
o /7. 5YR6/6 樫色 ナデ

2.7 
壷4類

E層 10YR6/4 にぶい黄櫨色 ナデ 2条の三角突帯

J-4区 7.5YR5/4 にぶし咋届色 横ナデ 壷 4類

第四国 61 337 
E層

壷 胴部 弥生土器 O 010  3.9 2条の三角突帯
5YR5/4 にぶい赤褐色 ハケ目・指頭圧痕 外面に煤付着

第 12図 62 932 
1-4区

壷 胴部 弥生土器 。 O o 1 1O~~:/3 にぶい黄褐色 横ナデ・斜ナァ
4.5 

壷4類

E層 10YR5/3 にぶい黄褐色 横ナデ・斜ナデ 内面に煤付着

第 12函 63 650・652
1-4区

壷 胴部 弥生土器 O 。 o 1 IOYR6/4 にぶい黄静色 ナデ
4.9 

壷4類

E層 10YR6/3 にぷい黄檀色 ナデ 3条の三角突帯

第 12図 64 3 
B-2区

壷 』可部 弥生土器 O 010  
7.5YR6/6 樺色 ナデ

4.0 
壷4類

E層 7.5YR6/6 燈色 ナデ 2条の三角突帯

第 12図 65 595・606
[-4区

壷 頚部~ 弥生土器 010  
。7.5YR6/6 樫色 横ナデ・ナデ

4.1 壷 5類
H層 胴部 10YR6/4 にぶい黄僚色 ナデ

J-4区 5YR5/6 明赤褐色 ナデハケ目 壷 6類
第 13図 66 378・389

E層
壷 胴部 弥生土器 O O 7.5 外面に煤付着

7.5YR6/6 燈色 ナデ 67と同一個体

第 13図 67 372 
J-4区

壷 1司自1 弥生土器 O o ~Y~~~~/6 明赤褐色 ナデーハケ目
6.5 

壷 6類

E層 様色 ナデ 66と同個体

第 13図 68 218 
F-l区

壷ワ 』岡部 弥生士器? O o 1 IOYR6/4 にぶい黄櫨色 横ナデ
4.1 

壷 7類

E層 内面剥落

ワムq
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第 8表穴倉遺跡弥生土器壷(底)1"'4類土器観察表

挿図 注記
出土区 胎土 色 調 施文・調整 法量(岨)

番号 出土層 器種 部位 分類 石 角 上段外面 上段外面 備考
番号 番号

(遺構)
雲 礁赤 砂

下段内面 下段内面
口径 底径 器高

長 線

第 13図 69 440 
J-4区

壷
胴部~

弥生土器 010  
o 15YR6/6 桂色 ナヂ

6.2 5.3 
壷(底)1類

E層 底部 2.5Y6/3 にぶい黄色 ナデ 外面に黒斑

第 13図 70 
720・755 [-4区

壷
胴部~

弥生土器 010  O 
5YR6/6 糧色 ナデ

4.8 2.2 
壷(底)1類

886 E層 底部 7.5YR6/4 にぶい樺色 ナデ 外面に煤付着

第 13図 71 569 
]-4区

壷 胴部~ 弥生土器 O O O 
7.5YR6/6 樺色 ナデナデ磨き

6.4 4.5 壷(底)2類
E層 底部 10YR6/3 にぶい黄燈色 ナデ 外面に黒斑

第 13図 72 325 
J-4区

壷
胴部~

弥生土器 010  O 
o 15YR5/6 明赤褐色 ナデナデ磨き

5.0 5.4 
壷(底)2類

E層 底部 5YR6/6 樫色 ナデ指頭圧痕 底面に黒斑

第 13図 73 391 
J-4区

壷 胴部~ 弥生土器 o I 5YR6/6 樺色 ナデ
5.4 3.2 壷(底)3類

E層 底部 IOYR7/4 にぶい黄縫色 ナデ 内面に煤付着

第 13図 74 271 
K-4区

壷
胴部~

弥生土器 。。。 O 
7.5YR6/4 にぶい燈色 へラ屠き・ナデ

5.0 1.7 
壷(底)3類

E層 底部 7.5YR5/3 にぶい褐色 ナデ 外面に黒斑

第 13図 75 514・783
[-4区

壷
胴部~

弥生土器 O 。 O 
7.5YR6/6 樺色 ナデ

4.4 8.6 
壷(底)3類

E層 底部 7.5YR6/6 樺色 ナデ 外面に黒斑

第 13図 76 
495・499・503 ]-4区

査
胴部~

弥生土器 010  O O 
5YR6/6 燈色 へフ磨きナデ

4.0 11.8 
壷(底)3類

666・686 E層 底部 5YR6/6 燈色 ナデ 外面に黒躍

第 13図 77 1000・1019
H-4区

壷
胴部~

弥生土器 O 。。lOYR6/3 にぶい黄桂色 ナァ
2.4 3.2 

壷(底)3類
E層 底部 lOYR6/4 にぶい黄桂色 ナァ 外面に煤付着

第 13図 78 1089 
11-4区

壷
胴部~

弥生土器 。 O 
7.5YR5/4 にぶい褐色 ナデ

2.0 2.6 壷(底)3類
E層 底部 10YR5/3 にAミい黄褐色 ナデ

1158.U59・lJ6
G-4区 胴部~

7.5YR5!6 明赤褐色 ナデ磨き
壷(底)4類

第 13図 79 1164・1166'122 壷 弥生土器 O O 。 ヘフ削り桂ナァ 1.0 6.3 
1226' 1230 E層 底部 7.5YR4/6 褐色

ナデ
外面に煤付着

し …

第 9表穴倉遺 跡 弥 生 土 器 鉢 1"'3類土器観察表

挿図 注記
出土区 胎土 色 調 施文・調整 法量(四)

番号 出士層 器種 部位 分類 石 角 上段外面 上段外面 備考
番号 番号 雲 毒装 赤 砂 口径 底径 器高

(遺構) 長 輝 下段一内面 下段内面

]-4区 7.5YR5/4 にぶい褐色
板ナデ・横ナデ

鉢 1類
第 13図 80 923 鉢 口縁部 弥生土器 O 010  ナデ 26.7 3.8 

E層
7.5YR6/6 樫色 板ナデナデ

外面に煤付着

H-4区 7.5YR6/6 樫色 横ナデナデ 鉢 1類
第 13図 81 925・973

E層
鉢 口縁部 弥生土器 O 。 23.7 2.2 外面に煤付着

10YR6/3 にぷい黄燈色 横ナデ・ナデ 内面に黒斑

第 14図 82 1202 
G-4区

鉢 口縁部 弥生土器 010  o I :O~~~~~ にぶい黄櫨色 ナ デ 横 ナ デ
3.0 

鉢 1類

E層 7.5YR5/4 にぶい褐色 ナ デ 横 ナ デ 外面に煤付着

第 13図 83 388 
J-4区

鉢 口縁部 弥生土器 o I 5YR6/6 楼色 ナデ
18.3 5.2 鉢 2類

E層 5YR6/6 樺色 ナデ

第 14図 84 1103 
H-4区

鉢 口縁部 弥生土器 O o I 5YR5/6 明赤褐色 横ナデ・ナデ
4.2 鉢 3類

E層 5YR5/6 明赤褐色 横ナデナデ

第 10表穴倉遺跡弥生土器高杯 1類土器観察表

挿図 注記
出土区 胎::E 色 調 施文・調整 法量(岨)

番号 出土層 器種 部位 分類 石 角 上段外面 上段外面 備考
番号 番号

(遺構)
雲 榛赤 砂

下段内面 下段内面
口径 底径 器高

長 輝

I掘立4区柱-建H物雇 口縁部 2.5YR5/6 明赤褐色 横ナデ・板ナデ
第 14図 85 926 高耳

~胴部
弥生土器 。 。 28.2 7.9 高耳1類

柱穴埋士層 5YR5/6 明赤褐色 横ナデ斜ナデ

7.5YR6/6 燈色 ナデ・横ナデ
両部 1類

第 14図 R6 203 
F-2区

高坪 口縁部 弥生土器 010  O 2.3 
口唇部に小波状

E層 沈線文
7.5YR6/6 燈色 横ナデ

外面に煤付着

第 11表穴倉遺跡弥生土器大審 1"'3類土器観察表

挿図 注記
出土区 胎士 色 調 施文・調整 法量(佃)

番号 出土層 器種 部位 分類 石 角 上段外面 上段外面 備考
番号 番号

(遺構)
雲 機赤 砂

下段内面 下段内面
口径 底径 器高

長 輝

第 14図 87 
442・453・492[. J-4区

大蜜
口縁部~

弥生土器 010  。 O 
7.5YR6/6 撞色 ナデ・横ナデ

21. 6 10.3 
大聖1類

回 7・556• 822 E層 胴部 7.5YR6/6 樟色 ナァ 88と同一個体

第 14図 88 548 
] -4区

大窪
日縁部~

弥生土器 010  O O 
7.5YR6/6 燈色 ナデ・横ナァ

24.8 5.9 
大窪1類

E層 胴部 7.5YR6/6 燈色 横ナデ・ナデ 87と同個体

第 14図 89 605・607
]-4区

大奮
口縁部

弥生土器 010  。2.5YR5/6 明赤褐色 横ナデ・ナデ磨き
21. 4 10.4 大窪2類

E層 ~胴部 2.5YR6/6 燈色 横ナデ・ナデ

第 14図 90 660 
[-4区

大聾 口縁部 弥生土器 O O 
5YR6/6 援色 横ナデ・ナデ

24.8 4.1 大脅2類
E層 5YR6/6 樺色 ナデ

5YR6/6 燈色
板ナデ・横ナデ

]-4区 ナデ 大費2類
第 14図 91 723・885

E層
大窪 口縁部 弥生土器 O 

へラ削り
21. 7 5.3 

外面に煤付着
7.5YR6!6 燈色

丁寧なナデ

第 14園 92 623 
]-4区

大聾
口縁部

弥生土器 O O 
5YR6/6 燈色 ナデ

18.0 7.9 
大窪2類

E層 ~胴部 5YR6/6 樫色 ナデ 外面に煤付着

第 14図 93 134 
F-1区

大饗 胴部 弥生土器 。 O 。7.5Y6/6 燈色 ナデ
4.3 大窪3類

E層 2.5Y5/2 暗灰黄色 ナデ
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第 12表 穴倉遺跡弥生土器小 型 土 器 1・2類土器観察表

第 13表 穴倉遺跡成川式土器 土器観察表

挿図 注記
出土区 胎土 色 調 施文・調整 法量(四)

番号 出土層 器種 部位 分類 石 角 上段外面 上段外面 備考
番号 番号

(遺構)
震 機赤 砂

下段内面 下段内面
口径 底径 器高

長 輝

5YR6/6 樫色
横ナァ・ナァ

第 15図 96 1213・1234
G-3区

奮
口縁部

成川式土器 O 
板ナデ

20.3 16.1 外面に煤付着
E層 ~胴部 横ナデ

5YR6/6 桜色
板ナデ後ナデ

第 15図 97 
707・715・722 1-4区

蜜 口縁部 成)11式土器 010  
7.5YR5/4 にぷい褐色 ナデ

21. 5 4.8 外面に煤付着
879・901 E層 7.5YR5/4 にぷい褐色 板ナデ

第 15図 98 216 
F-l区

蜜 口縁部 成川式土器 010  
。7.5YR6/6 樺色 ナデ

11. 8 3.6 
外面に煤付着

E層 5YR6/6 燈色 横ナデ・ナデ 内面に黒斑

第 15図 99 37 
E-l区

責 口縁部 成)11式土器 010  
7.5YR6/4 にぶい燈色 横ナデ・ナデ

4.7 外国に煤付着
E層 7.5YR6/4 にぶい樫色 横ナデ・ナデ

第 15図 10C 22・33
E-l区

壷
胴部~

成川式土器 O 
。7.5YR6/6 樫色 ナデ

10.4 7.4 
U層 底部 2.5Y7/4 浅黄色 ナデ

658' 661・6田
693 • 703 . 704 2.5YR5/4 にぶい赤褐色 ナデ

第 15図 101 710・716・717
1-4区

壷
胴部~

成川式土器 010  8.3 9.8 
E層 底部725.726・日77

7.5YR6!4 にぶい燈色 丁寧なナデ
878・同2

第 15図 102 1182 
G-4区

壷 胴部~ 成川式土器 O 010  
5YR5/6 明赤褐色 丁寧なナデ

5.6 4.0 外面に煤付着
E層 底部 lOYR7/4 にぶい黄桜色 ナァ

第 15図 103 82 
E-l区

壷 底部 成川式土器 0 1 0  
。10YR6!4 にぷい黄櫨色 ナァ・指頭圧撞

3.4 3.5 
E層 7.5YR7/6 燈色 ナァ・指頭圧痕

F-l区
7.5YR5/4 にぷい褐色 ナデ

第 15図 104 220 鉢 完形 成川式土器 O 。 ヘラナデ 10.8 4.3 7.1 
E層 7.5YR6/4 にぶい桂色

指頭圧痕

J-4区
鉢 口縁部 成川式土器 。 。7.5YR6/6 燈色 ナデ

20.1 3.3 内面に黒斑第 15図 105 367 
E層 2.5Y5/2 暗灰黄色 ナデ

第 15図 106 79 
E-l区

鉢 口縁部 成川式土嬬
。7.5YR6/6 樺色 ナデ

6.6 3.7 rr層 7.5YR6/6 燈色 ナデ

第 14表穴倉遺跡内黒土器土器観察表

備 考

棒状
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円
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第N章調査のまとめ

はじめに

穴倉遺跡は農村総合整備事業有明地区に起因する農道11号中方限線の農道整備事業によ

り全面調査を実施した遺跡である。農道 11号中方限線は平成 9年度において 280m部分、

平成 15年度に 422.25m部分の全面調査を行った。平成 15年度に全面調査を行った 422.25

m部分は「穴倉B遺跡」として平成 19年度に報告書作成がなされている。

第 1節遺 物

土器は第E章で述べたとおり主に弥生時代の饗・壷類を中心とした土器群が出土し、

その分類を器種毎に細かい基準を設けた。その分類の結果から、雪量は全体的な特徴とし

て口縁部が「く Jの字状に外反若しくは立ち上がりが強く、比較的胴部の張りが顕著で

はないことが特徴的であり、松木薗式土器に比定すると思われる。また壷は口縁部が二

叉状口縁を呈するもの(壷 1類)、大きく外反するもの(壷2類)、緩やかに外反するも

の(壷3・4類)と分かれる。「口縁部が二文状口縁を呈するもの(壷 1類)J r大きく

外反するもの(壷2類)Jは山ノ口 E式土器の特徴をもつものであるが、「緩やかに外反

するもの(壷3・4類)Jは松木薗式土器の特徴をもつものである。従って今回の調査

において出土した弥生土器は弥生時代後期から終末期にかけてのものと考えられる。ま

た査6類は重弧文や平行沈線文は見られないが、胴部の形状が算盤玉状の特徴から免田

式土器に比定されると思われる。また成川式土器について、奮は「く」の宇状の口縁部

が直行し、比較的短頚である。また頭部に貼付突帯が見当たらない特徴から中津野式土

器に否定されると思われる。

第2節遺構

今回の調査ではE層上面で遺構が検出された。検出遺構は掘立柱建物 1基、土坑 1基、

柱穴17基であり、調査面積に対して比較的遺構密度が疎である。 E-l・2区で検出さ

れた掘立柱建物 1の柱穴からは高杯 (87)が出土したことは第E章で述べたとおりであ

るが、この高杯は前節で述べたとおり弥生時代後期頃の器形の特徴をもち、松木菌式土

器に比定されるものと思われ、弥生時代後期から以降に使用された可能性が高い。

平成 15年度調査成果(穴倉B遺跡)との遺物・遺構分布の傾向

今回成果報告を行った「穴倉遺跡」、平成 19年度に成果報告を行った「穴倉B遺跡」

は「周知の遺跡Jである「穴倉遺跡J(69-117)の範囲内で、の調査を行ったものである。

平成19年度の成果報告では、包含層が削平を受けていたため、弥生時代・古墳時代の遺

物は確認されず、アカホヤ層上面より掘り込みの浅い掘立柱建物が 9基確認されている。

アカホヤ層上面で確認された掘立柱建物は南南東軸・南南西軸の 2時期に別れ、今回報

告された掘立柱建物 1は南南西軸に符合し、同時期に使用された可能性も否めない。こ

れらのことから、「穴倉遺跡J(69-117)全体に、弥生時代後期から以降の遺構群が広

がっている可能性がある。
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図版



図版 1 穴倉遺跡全面調査

E層上面検出遺構完掘状況 掘立柱建物 1・土坑 1 完掘状況

土層断面 鉢 (106) 出土状況

E層遺物出土状況 1 発掘調査作業風景 (掘り下げ作業)

E層遺物出土状況 2 発掘調査作業風景(検出面精査作業)



図版 2 穴倉遺跡弥生土器
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図版 3 穴倉遺跡弥生土器 2 
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図版4 穴倉遺跡弥生土器 3 
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図版 5 穴倉遺跡弥生土器 4 
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図版 6 穴倉遺跡 成川式土器・内黒土器・陶器
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要 約 物数に比べて生活遺構がほとんど確認できなかった。そのため遺跡の近隣に竪穴住居等の生

活遺構が確認できる可能性がある。



終わりに

本遺跡は、事業担当課との意思疎通が図られず、工事ストップをかけてイレギュラー的

に全面調査を実施せざるを得ない現場であったため、満足に工期も取れずに実施されたこ

とが残された図面や写真に当時の担当者の労苦が伺われました。正月も明けて間もなし1か

なり寒い時期で、本当に大変だったと思います。

さらに、この調査報告も以後の事業量の爆発的な増加、発掘調査の前倒しゃ報告書作成

の優先順位のために、調査から 10年を経過してからの報告書作成になってしまったため、

当時の情報や記憶の風化により、報告書の記載にかなりの不備があることは否めません。

また現場写真に写っていた作業員さんの中には、今は故人となられた方もおり、年月は

無常なものであると痛感させられます。

発掘調査・報告書作成など、私が埋蔵文化財に携わるようになって、 10年目に入ろう

としていますが、これまでに支えてくれたみなさんのことを、この頃富みに思い返すこと

が多くなりました。生きていく上でたくさんの人たちと関わって、同じ環境の中で労苦を

分かち合った友がいて、今生きている自分がある。本当にありがとう。
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